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は
じ
め
に

日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
に
か
け
て
の
時
期
は
、
近
代
化
の
過
程
で
整
備
さ
れ
て

い
く
教
育
制
度
に
伴
っ
て
、
若
者
の
生
活
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
時
期
で

も
あ
っ
た
。
明
治
三
三
年
に
商
業
作
家
と
な
っ
た
押
川
春
浪
の
作
家
活
動
を
よ
り
多

面
的
に
捉
え
て
い
く
た
め
に
も
、
そ
の
背
景
と
な
る
同
時
代
状
況
を
、
日
本
帝
国
主

義
の
発
展
期
と
し
て
見
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
制
度
の
整
備
に
伴
う
青
年
の
生
活
状

況
を
め
ぐ
る
社
会
的
変
化
に
注
目
し
て
眺
め
る
必
要
が
あ
る
。

押
川
春
浪
の
作
品
を
含
め
て
、
明
治
期
の
冒
険
小
説
が
出
版
文
化
の
一
つ
の
ジ
ャ

ン
ル
と
し
て
興
隆
し
て
い
く
背
景
は
、
明
治
期
日
本
の
侵
略
主
義
や
「
海
事
思
想
」

の
昂
揚
に
応
じ
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

た
と
え
ば
、
高
橋
修①
は
、「
日
清
戦
中
・
戦
後
」
に
「
少
年
向
け
の
〈
海
洋
冒
険
小

説
〉
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
編
成
さ
れ
」
た
背
景
と
し
て
、「
帝
国
主
義
列
強
の
中
に
自

ら
進
ん
で
入
り
込
ん
で
い
く
た
め
の
拠
り
所
・
根
拠
と
し
て
の
同
一
性
」
が
表
れ
た

「
概
念
」
で
あ
る
「「
海
国
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
が
関
わ
っ
て
い
る
と
論
じ
、

押
川
春
浪
の
初
刊
行
作
品
『
海
島
冒

険
奇
譚 

海
底
軍
艦
』（
文
武
堂
、
明
治
三
三
年
一
一
月
）
に
つ

い
て
も
、「
海
事
思
想
」
と
の
結
び
つ
き
を
指
摘
し
て
い
る
。

拙
論
「
押
川
春
浪
『
海
島
探
検 

塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯
楽
へ
の
意
識

―
「
海
底
軍
艦
」

を
相
対
化
す
る
物
語
と
し
て

―
」（「
論
究
日
本
文
学
」
第
九
七
号
、
立
命
館
大
学
日
本

文
学
会
、
平
成
二
四
年
一
二
月
）
に
お
い
て
も
、
押
川
春
浪
の
初
期
の
冒
険
小
説
『
塔

中
の
怪
』
を
取
り
上
げ
、「
海
事
思
想
」
を
背
景
と
し
て
、「
冒
険
へ
の
好
奇
心
」
が
、

国
家
の
盛
衰
に
関
わ
る
青
年
の
「
元
気
」
や
「
品
性
」
に
適
し
た
「
娯
楽
」
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
際
、『
塔
中
の
怪
』
に
描
か
れ
た
「
冒
険
へ

の
好
奇
心
」
は
、
当
時
青
少
年
の
堕
落
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
た
「
恋
愛
小
説
」

と
対
峙
す
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

恋
愛
小
説
に
背
を
向
け
る
姿
勢
で
執
筆
さ
れ
た
『
塔
中
の
怪
』
に
対
し
て
、
本
稿

で
取
り
上
げ
る
押
川
春
浪
『
立
身
膝
栗
毛
』（
世
界
奇
抜
譚
第
三
編
、大
学
館
、明
治
三
七

年
一
月
）
は
、
主
人
公
の
少
年
の
精
神
の
揺
れ
動
き
に
焦
点
を
当
て
、「
旅
」
や
「
冒

険
」
へ
の
欲
求
と
同
時
に
、恋
愛
や
性
に
関
す
る
欲
求
を
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
る
。

少
年
時
代
に
押
川
春
浪
の
作
品
を
愛
読
し
た
江
戸
川
乱
歩
は
、
早
稲
田
大
学
在
学

中
に
自
製
し
た
冊
子
『
奇
譚②
』
の
な
か
で
、『
立
身
膝
栗
毛
』
に
つ
い
て
、「
少
年
の

憧
れ
易
い
恋
心
と
そ
の
病
的
な
発
作
を
主
題
と
し
」、「
少
年
の
僕
のrom

an
tic

な
性

格
が
是
に
共
鳴
す
る
所
が
多
か
っ
た
」、「
二
度
読
ん
だ
程attractive

に
感
じ
た
」

と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
乱
歩
は
本
作
に
つ
い
て
「
翻
訳
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る

が
、
原
著
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
く
、
特
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
少
年
で
あ
っ
た
江
戸
川
乱
歩
が
読
者
と
し
て
「
共
鳴
」
し
た
と
す
る

『
立
身
膝
栗
毛
』
を
取
り
上
げ
、同
時
代
の
青
年
の
生
活
状
況
の
変
化
と
い
う
視
点
か

ら
、
作
品
内
容
の
把
握
を
試
み
る
。

以
下
、
ま
ず
は
本
作
が
同
時
代
の
青
年
の
境
遇
を
物
語
化
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と

を
把
握
し
、
そ
の
う
え
で
、
本
作
に
お
け
る
少
年
の
経
歴
談
の
構
成
に
注
目
し
な
が

『
立
身
膝
栗
毛
』
の
構
造

―
小
説
表
現
と
し
て
の
「
旅
」
と
「
恋
愛
」

―

武　

田　

悠　

希
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ら
、
小
説
の
な
か
の
「
旅
」・「
冒
険
」・
恋
愛
の
描
写
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
与
え
ら

れ
て
い
た
の
か
を
分
析
す
る
。
押
川
春
浪
が
同
時
代
の
青
年
の
境
遇
を
ど
の
よ
う
に

物
語
化
し
た
の
か
、
こ
の
作
品
が
何
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

一　

浪
雄
少
年
の
人
物
像

『
立
身
膝
栗
毛
』
は
、「
墺オ

ー
ス
ト
リ
ヤ

太
利
国
の
首
府
ウ
ヰ
ン
ナ
」（
五
頁
）
の
中
学
校
に
進
ん

だ
少
年
が
、
家
庭
や
学
校
生
活
で
、
様
々
な
精
神
の
揺
れ
動
き
や
出
来
事
を
経
験
す

る
過
程
を
、
少
年
が
大
人
に
な
り
「
成
功
」
し
た
時
点
か
ら
回
想
し
て
読
者
に
語
り

聞
か
せ
る
形
式
で
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
。

元
来
私
が
此
小
説
を
著
は
す
目
的
は
（
略
）
案
内
地
図
同
様
、
あ
る
ひ
は
諸
君

の
御
参
考
に
あ
る
事
も
あ
ら
う
か
と
存
じ
（
略
）
既
に
運
命
の
駒
に
跨
つ
て
世

界
に
乗
出
せ
し
諸か

た
〴君〵

、
い
ざ
や
之
れ
よ
り
首
途
に
上
ら
ん
と
す
る
諸
君
、
何ど

う

か
私
の
経
歴
に
眼
を
と
ゞ
め
、
私
の
踏
迷
ふ
た
道
を
ば
避よ

け
て
通
り
、
少
し
で

も
私
が
成
功
の
道
を
切
開
い
て
進
ん
だ
跡
が
あ
つ
た
な
ら
、
只
管
そ
の
道
に
向

つ
て
、
駒
の
足あ

が
き騒

を
速
め
ら
れ
ん
事
を
望
む
の
で
す
。（
三
〜
四
頁③
）

「
世
間
か
ら
は
大
政
治
家
の
一
人
に
数
へ
ら
れ
、冨
あ
り
名
誉
あ
る
地
位
を
得
ま
し

た
」
と
い
う
語
り
手
の
千
鳥
浪
雄
は
、
作
品
の
冒
頭
で
右
の
よ
う
に
そ
の
目
的
を
述

べ
る
。
人
生
の
半
数
を
終
え
て
「
成
功
」
し
た
者
と
し
て
、
読
者
に
「
案
内
地
図
」

と
し
て
、
自
分
の
経
歴
を
語
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
に
「
立
身
」
と
付
け
、
冒
頭
に
成
功
者
の
経
歴
談
で
あ
る
こ
と
を
表
明

す
る
『
立
身
膝
栗
毛
』
の
枠
組
み
は
、同
時
代
の
立
身
出
世
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
、

関
連
出
版
物
の
流
行
を
背
景
と
し
て
い
る
。

『
西
国
立
志
編
』
と
『
学
問
の
す
す
め
』
を
き
っ
か
け
と
し
て
広
く
明
治
期
の
日
本

に
広
ま
っ
て
い
っ
た
立
身
出
世
主
義④
は
、
地
方
青
年
た
ち
に
も
伝
播
し
て
、「
成
功
」

と
い
う
言
葉
の
流
行
に
接
続
し
て
い
く
。
明
治
三
〇
年
頃
に
は
、
そ
う
し
た
立
身
出

世
熱
を
背
景
と
し
て
、
成
功
や
処
世
の
た
め
に
地
方
か
ら
上
京
す
る
学
生
、
苦
学
生

な
ど
の
存
在
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た⑤
。
竹
内
洋⑥
は
、
地
方
青
年
の
苦

学
や
独
学
ブ
ー
ム
の
背
景
と
し
て
、
明
治
三
〇
年
頃
に
お
け
る
男
児
の
就
学
率
の
増

加
と
高
等
小
学
校
の
入
学
者
・
卒
業
者
の
増
加
と
い
う
「
学
校
化
」
の
現
象
を
指
摘

し
て
い
る
。

苦
学
や
独
学
に
よ
る
立
身
出
世
の
欲
望
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
そ
う
し
た

状
況
や
苦
学
熱
に
対
応
し
た
雑
誌
と
し
て
、
明
治
三
五
年
一
〇
月
に
、「
立
志
成
功
の

益
友
を
以
て
任
ず
る
空
前
の
自
助
雑
誌
」
と
謳
っ
た
「
成
功
」（
成
功
雑
誌
社
）
が
創

刊
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
成
功
者
の
経
歴
談
や
「
立
志
小
説
」
な
ど
が
毎
号
多
数
掲

載
さ
れ
た
。

明
治
三
六
年
一
一
月
の
「
新
声
」
に
掲
載
さ
れ
た
藤
井
佛
川
「
自
然
主
義⑦
」
に
は
、

「
近
頃
、
青
年
の
間
に
、
実
益
と
か
成
功
と
か
云
ふ
こ
と
の
多
く
歓
迎
せ
ら
る
ゝ
と
聞

く
」、「
徒
ら
に
大
な
る
成
功
を
望
ん
で
苦
心
焦
慮
す
る
を
休
め
よ
」
と
あ
り
、『
立
身

膝
栗
毛
』
が
刊
行
さ
れ
た
時
点
で
の
、「
立
身
出
世
」、「
成
功
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り

が
窺
え
る
。

『
立
身
膝
栗
毛
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
と
し
、
翻
訳
小
説
の
可
能
性
も
拭
い
き

れ
な
い
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、主
人
公
で
あ
る
浪
雄
少
年
の
人
物
像
に
は
、明
治
三
〇

年
代
に
お
け
る
日
本
の
青
年
を
め
ぐ
る
言
説
と
、
青
年
の
境
遇
へ
の
関
心
が
確
か
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。

「
墺
太
利
」
に
住
む
貴
族
の
少
年
、千
鳥
浪
雄
の
一
〇
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
の
経
歴

談
で
あ
る
本
作
で
は
、
当
時
の
学
生
の
風
紀
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
話
題
を

重
ね
て
、「
ウ
ヰ
ン
ナ
府
」
の
中
学
校
で
の
浪
雄
少
年
の
生
活
風
景
が
描
か
れ
る
。

「
ウ
ヰ
ン
ナ
中
学
校
」
に
入
っ
て
か
ら
約
一
年
後
、「
餓
鬼
大
将
」（
八
九
頁
）
と
な
っ
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た
主
人
公
の
浪
雄
に
は
、「
そ
の
勢
力
を
得
る
と
共
に
、
或
る
一
つ
の
欲
望
が
起
」
こ

り
、
一
つ
下
の
年
齢
の
同
窓
の
友
、
梅
村
薫
と
い
う
少
年
と
「
親
友

―
義
兄
弟
の

契
を
結
ば
ん
と
」
す
る
。
梅
村
薫
は
「
色
白
く
髪
黒
く
、
眼
は
常
に
露
を
含
め
る
に

似
て
、
唇
は
紅
の
花
の
如
く
、
実
に
美
人
伝
の
口
絵
に
で
も
あ
り
さ
う
な
」、「
校
内

で
は
大
評
判
」
の
美
少
年
で
、
浪
雄
は
「
初
め
て
此
学
校
に
入
つ
た
時
か
ら
、
薫
少

年
に
眼
を
着
け
」、「
何
う
に
か
し
て
彼
と
無
二
の
親
友
に
な
ら
う
と
企
て
」
る
。
浪

雄
が
「
彼
に
交
際
を
求
め
る
の
は
、
彼
を
有
益
な
友
と
思
つ
た
為
で
は
な
く
、
い
と

恐
る
べ
き
情
慾
の
燃
え
た
為
」
と
記
さ
れ
る
（
九
二
〜
三
頁
）。

学
生
間
の
男
色
は
、
当
時
の
新
聞
雑
誌
に
お
い
て
、
学
生
の
風
紀
問
題
の
一
つ
と

し
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
た
話
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
三
四
年
四
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
二
十
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
学
生
の
堕
落
」
と
い
う
記
事
で

は
、
そ
の
八
〜
九
回
で
「
美
少
年
の
事
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る⑧
。
こ
の
「
美
少

年
」
を
め
ぐ
る
挿
話
の
他
に
も
、『
立
身
膝
栗
毛
』
で
語
ら
れ
る
浪
雄
少
年
の
経
歴
に

は
、「
演
劇
」
や
「
小
説
」
に
熱
中
し
、
様
々
な
「
美
人
」
の
誘
惑
に
迷
う
な
ど
、
当

時
の
学
生
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
項
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

浪
雄
は
ま
た
、「
立
身
出
世
」
の
価
値
観
の
な
か
で
、
学
歴
取
得
の
道
を
歩
み
つ
つ

あ
る
少
年
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
浪
雄
の
父
は
、「
男
の
児
は
十
二
に
も
な
れ

ば
、
之
れ
か
ら
世
間
へ
出
る
準
備
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
言
い
、「
大
学
に
入
る
に
も

都
合
が
良
い
」
中
学
校
に
入
る
道
を
進
ま
せ
る
。
浪
雄
も
「
人
生
の
栄
達
と
云
ふ
事

に
意
を
馳
せ
」
に
思
い
を
は
せ
、
中
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
る
（
八
五
〜
六
頁
）。

竹
内
洋⑨
が
紹
介
す
る
よ
う
に
、
東
都
遊
学
者
の
「
堕
落
」
は
、
明
治
三
〇
年
以
前

か
ら
す
で
に
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。

『
立
身
膝
栗
毛
』
の
浪
雄
少
年
に
重
ね
ら
れ
た
学
生
像
は
、立
身
出
世
の
た
め
に
上

京
し
て
き
た
青
年
、
あ
る
い
は
、
中
学
校
か
ら
帝
国
大
学
へ
と
い
う
学
歴
に
よ
る
立

身
出
世
を
目
指
す
青
年
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
浪
雄
少
年
に
は
、
当
時
の
堕
落
学
生
や
学
校
教
育
に
よ
る
「
立
身

出
世
」
を
目
指
す
学
生
像
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、彼
は
日
常
生
活
か
ら
「
飛

び
出
し
て
見
た
い
様
な
心
地
」（
五
九
頁
）
を
抱
え
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、

作
中
で
は
、
亡
き
母
の
故
郷
で
あ
る
「
ウ
エ
ニ
ス
」
へ
旅
立
ち
た
い
と
い
う
欲
求
が

繰
り
返
し
描
か
れ
る
。
こ
う
し
た
浪
雄
少
年
の
人
物
像
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

押
川
春
浪
は
、
東
京
専
門
学
校
在
学
中
に
、「
学
生
に
冷
淡
な
る
社
会
と
無
法
な
る

教
育
者
と
に
与
ふ
」
と
副
題
を
付
し
た
論
説
文
「
日
本
書
生
の
悪
因
縁
」
を
、
雑
誌

「
海
国
少
年
」
第
四
年
四
号
（
東
光
社
、
明
治
三
三
年
四
月
五
日
）
に
「
押
川
残
月
生
」

の
名
で
投
稿
し
、
学
生
の
立
場
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
学
生
の
堕
落

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

こ
の
文
章
で
春
浪
は
、
青
年
を
「
羊
」、
教
育
者
を
「
羊
を
追
ふ
牧
者
」、
青
年
を

取
り
巻
く
社
会
を
「
際
涯
無
き
平
野
」
に
た
と
え
て
、
学
生
の
「
不
幸
」
を
論
じ
て

い
る
。
日
々
の
「
過
重
な
」
学
業
を
修
め
る
学
生
の
「
困
苦
」、「
倦
怠
」、「
疲
労
」、

「
呻
吟
」
を
説
き
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
た
だ
「
叱
咤
」
す
る
だ
け
の
教
育
者
や
、
青

年
を
誘
惑
す
る
娯
楽
し
か
な
い
社
会
に
罪
は
な
い
の
か
と
主
張
し
て
い
る
。
論
説
の

末
部
で
は
「
学
生
の
如
き
は
只
々
苦
痛
を
忍
ん
で
可
な
り
、
即
ち
君
子
の
如
く
行
ひ

因
徒
の
如
く
苦
役
す
可
き
の
み
と
為
さ
ば
吾
輩
最
早
言
ふ
所
な
し
」
と
し
、「
只
だ
期

の
如
き
残
刻
な
る
社
会
に
生
れ
這
般
無
情
な
る
教
育
者
の
指
導
を
被
る
事
（
略
）
前

世
の
悪
因
縁
と
諦
悟
す
る
の
外
な
か
る
べ
し
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
文
章
に
頻
出
す
る
学
生
の
「
困
苦
」
と
い
う
語
は
、
立
身
出
世
主
義
の
禁
欲

的
な
徳
目
を
説
く
『
西
国
立
志
編
』
に
お
い
て
、
成
功
す
る
た
め
の
「
良
師
友
」
で

あ
り
、「
許
多
ノ
事
ヲ
成
」
す
た
め
に
は
、「
耐
ヘ
」、「
避
逃
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
」

と
し
て
説
明
さ
れ
る⑩
。

押
川
春
浪
が
「
日
本
書
生
の
悪
因
縁
」
の
な
か
で
繰
り
返
す
の
は
、「
学
生
」
や

「
青
年
」
に
つ
き
つ
け
ら
れ
る
、こ
の
立
身
出
世
主
義
の
教
義
に
対
す
る
違
和
感
の
表

明
で
あ
る
。
将
来
の
た
め
に
「
過
重
な
」
学
業
と
い
う
「
困
苦
」
を
抱
え
る
学
生
に
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と
っ
て
、
こ
の
立
身
出
世
主
義
の
教
義
に
よ
っ
て
叱
咤
す
る
教
育
者
は
、
た
だ
羊
を

追
い
立
て
る
だ
け
の
「
牧
者
」
で
し
か
な
く
、「
困
苦
」
か
ら
堕
落
に
陥
る
学
生
を
救

う
に
あ
た
っ
て
、
解
決
策
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
、
東
京
専
門
学
校
在
学
中
の

押
川
春
浪
は
述
べ
て
い
る
。

高
等
教
育
を
受
け
た
継
母
に
よ
る
厳
格
な
家
庭
教
育⑪
、
大
学
卒
業
者
の
家
庭
教
師

に
よ
る
授
業⑫
、
立
身
出
世
の
た
め
の
中
学
校
進
学
の
な
か
で
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
そ

こ
か
ら
「
飛
び
出
し
」
た
く
な
る
衝
動
を
抱
え
る
浪
雄
少
年
は
、
教
育
制
度
を
中
心

と
し
た
立
身
出
世
主
義
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
な
か
で
苦
悩
す
る
同
時
代
の
青
年
の

境
遇
を
体
現
し
た
存
在
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、『
立
身
膝
栗
毛
』
は
、
少
年
の
立
身
出
世
の
経
歴
と
い
う
形
式
を
採

用
し
て
い
な
が
ら
、
同
時
代
の
立
身
・
処
世
関
係
の
文
献
と
は
異
な
る
方
向
性
を
示

す
こ
と
に
な
る
。

作
中
で
度
々
示
さ
れ
る
大
人
た
ち
の
意
見
や
世
話
は
、
主
人
公
の
浪
雄
に
と
っ
て

は
、
一
時
的
な
効
果
で
し
か
も
た
ら
さ
な
い
も
の
で
あ
り
、
肝
心
の
教
訓
は
浪
雄
の

心
理
的
成
長
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

野
田
叱
電
『
成
功
実
例 

青
年
立
身
訓
』（
実
業
之
日
本
社
、
明
治
三
六
年
一
一
月
）
の
場
合
で

あ
れ
ば
、
父
親
か
ら
受
け
た
教
訓
に
よ
っ
て
、
主
人
公
は
反
省
し
、
己
の
行
動
を
改

め
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
成
功
す
る⑬
の
で
あ
る
が
、
浪
雄
の
場
合
は
、
父
の
「
意
見
」

や
「
世
話
」
に
よ
っ
て
、
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

小
説
の
結
末
部
分
で
、
浪
雄
少
年
が
、
自
分
の
前
途
に
「
希
望
の
光
」
を
見
出
す

き
っ
か
け
と
な
る
の
は
、
立
身
出
世
や
処
世
の
た
め
の
教
訓
を
与
え
て
く
れ
る
大
人

た
ち
で
は
な
く
、「
諸
国
を
遍
歴
」
す
る
「
旅た

び
ゑ
し

画
師
」
の
姿
で
あ
る
。

二　

小
説
構
造
に
お
け
る
「
旅
」
と
「
冒
険
」

旅
画
師
と
の
再
開
に
よ
っ
て
、
主
人
公
が
自
分
の
「
前
途
」
に
「
希
望
の
光
」
を

見
出
す
結
末
は
、
物
語
全
体
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
読
み
手
に
呈
示
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
旅
画
師
の
何
が
、
少
年
に
「
希
望
の
光
」
を
感
じ
さ
せ
た
の
か
、
結
末

で
少
年
が
見
出
し
た
「
希
望
の
光
」
と
は
何
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
旅
画
師
の
父

で
あ
る
樵
夫
の
言
動
と
旅
画
師
の
言
動
と
を
比
較
す
る
。

「
ウ
エ
ニ
ス
」
を
目
指
し
た
旅
の
途
中
で
、山
賊
に
所
持
金
と
衣
服
を
奪
わ
れ
、「
シ

ヤ
ツ
一
枚
」
の
姿
で
山
の
中
で
行
き
倒
れ
と
な
っ
た
浪
雄
少
年
は
、「
一
人
の
年
老
い

た
樵
夫
」（
一
七
五
頁
）
に
助
け
ら
れ
る
。
浪
雄
少
年
が
正
直
に
経
緯
を
説
明
し
、「
伊

太
利
ウ
エ
ニ
ス
へ
行
か
ん
と
て
、
都
府
の
学
校
を
出
発
し
た
事
か
ら
、
昨
夜
こ
の
山

中
の
何
処
か
で
、
悪
者
の
為
め
に
旅
費
を
奪
わ
れ
、
あ
ま
つ
さ
へ
上
衣
ま
で
剥
が
れ

た
」
と
「
落
も
無
く
語
」
っ
た
と
こ
ろ
、
老
人
は
「
哀あ

は
れ憐

を
催も

よ
うし

」
た
様
子
で
次
の

よ
う
に
「
意
見
」
を
す
る
。

『
そ
れ
と
云
ふ
の
も
お
前
様
が
年
若
き
身
で
、
未
だ
了
見
も
定
ま
ら
ぬ
の
に
、

父て
ゝ
ご御

や
学
校
の
教
師
の
意
に
背
き
、
無
法
の
冒
険
を
企
て
た
天
罰
で
す
、
こ
れ

に
懲
り
て
以
後
お
慎
み
な
さ
る
が
宜よ

い
』
と
、
懇
々
意
見
を
加
へ
ま
し
た
。

（
一
七
六
頁
）

樵
夫
は
少
年
の
旅
を
、
父
や
学
校
教
育
の
意
に
背
く
「
無
法
の
冒
険
」
と
し
て
批

難
し
、「
天
罰
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
自
己
責
任
と
し
て
反
省
し
、
今
後
行
動
を

改
め
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、少
年
が
山
賊
に
復
讐
し
た
い
と
言
う
と「
お

前
様
が
酷
い
目
に
逢
つ
た
の
は
天
罰
だ
か
ら
」
と
い
っ
て
押
し
と
ど
め
、「
今
の
世
の

中
は
恐
ろ
し
い
」、「
人
間
は
威
張
つ
て
決
し
て
得
の
行
か
ぬ
と
云
ふ
事
」
と
教
訓
を

浪
雄
に
与
え
る
（
一
七
七
〜
一
八
〇
頁
）。

こ
の
よ
う
に
樵
夫
は
、
浪
雄
が
「
酷
い
目
」
に
あ
っ
た
こ
と
に
同
情
し
な
が
ら
、

浪
雄
の
旅
を
否
定
す
る
。
そ
れ
を
浪
雄
の
方
は
、「
一
々
道も

つ
と
も理

と
は
思
ひ
ま
す
が
、
そ
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れ
に
し
て
も
」
や
「
斯
く
云
は
れ
て
詮
方
な
く
」（
一
七
七
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
消

極
的
に
受
け
止
め
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

一
方
、
浪
雄
が
一
番
影
響
を
受
け
る
旅
画
師
の
意
見
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
浪
雄
と
旅
画
師
は
、作
中
で
二
度
出
会
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
一
度
目
は
、

中
学
校
か
ら
数
町
ほ
ど
離
れ
た
丘
で
出
会
う
。
旅
画
師
が
、
浪
雄
少
年
が
長
年
憧
れ

続
け
て
い
る
亡
き
母
の
墓
が
あ
る
「
ウ
エ
ニ
ス
」
を
訪
れ
、
絵
に
描
い
た
こ
と
を
聞

い
て
驚
き
、「
ウ
エ
ニ
ス
の
土
地
を
踏
ん
だ
時
、
ど
う
様
な
心
地
が
致
し
ま
し
た
、
私

な
ら
其
場
で
死
ん
で
も
構
は
ぬ
と
思
ひ
ま
す
が
」
と
少
年
が
問
う
と
、
旅
画
師
は

「
呵
々
と
笑
ひ
」、「
ウ
エ
ニ
ス
ぢ
や
と
て
（
略
）
此
処
か
ら
左
迄
で
遠
か
ら
ぬ
土
地
、

行
か
う
と
思
へ
ば
何
時
で
も
行
け
る
で
は
無
い
か
」
と
答
え
る
。

日
頃
の
思
い
に
旅
画
師
の
こ
の
言
葉
が
響
き
、
少
年
は
一
人
で
「
ウ
エ
ニ
ス
」
へ

の
旅
へ
飛
び
出
す
。
し
か
し
、
途
上
で
山
賊
の
追
い
は
ぎ
に
遭
い
、
先
ほ
ど
確
認
し

た
樵
夫
に
助
け
ら
れ
、「
無
法
の
冒
険
」
と
批
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
浪
雄
が
旅
画
師
と
再
会
す
る
の
は
、
物
語
の
末
部
で
あ
る
。
樵
夫
の
家
出

し
た
一
人
息
子
が
、
実
は
浪
雄
が
出
会
っ
た
旅
画
師
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
旅
画
師
が

樵
夫
の
家
に
帰
宅
し
た
際
、
浪
雄
は
隣
の
部
屋
に
い
て
、
樵
夫
と
旅
画
師
の
会
話
を

耳
に
す
る
。
そ
こ
で
明
か
さ
れ
る
の
は
、
旅
画
師
が
、
浪
雄
少
年
と
同
じ
年
頃
の
と

き
に
「
豪
い
者
に
な
る
」
志
を
も
っ
て
家
出
を
し
て
「
世
界
各
国
を
廻
」
り
、
な
お

か
つ
家
出
を
し
て
か
ら
は
「
居
場
所
」
を
明
か
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
旅
の
先
々
か

ら
親
に
送
金
し
「
家
出
を
し
て
も
、
親
孝
行
者
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
今
回
の
帰
宅
は
一
時
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
今
後
も
ま
た
修
業
の
た
め
に

「
ま
た
〳
〵
諸
国
遍
歴
に
出
か
け
」
る
つ
も
り
だ
と
旅
画
師
は
言
う
（
一
八
四
、一
九
一

〜
二
頁
）。

奇
遇
な
再
会
を
果
た
し
た
浪
雄
少
年
に
、
旅
画
師
は
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。

『（
略
）
君
は
僕
と
別
れ
た
後
、
此
様
な
山
の
中
へ
迷
つ
て
来
る
様
に
な
つ
た

処
を
見
る
と
、
時
日
は
短
い
が
其
間
に
い
ろ
〳
〵
変
つ
た
境
遇
を
経
て
来
た
の

だ
ら
う
、
人
間
は
変
つ
た
境
遇
を
経
る
毎
に
、
だ
ん
〳
〵
偉
く
な
る
も
の
ぢ
や
、

随
つ
て
君
も
あ
の
時
よ
り
は
多
少
偉
く
成
つ
た
ら
う
、
ア
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
』
と
、

又
た
磊
落
に
笑
ひ
ま
す
。（
略
）
真
に
愉
快
な
人
物
で
す
、私
は
此
人
を
見
る
と
、

自
分
ま
で
が
、
前
途
に
希
望
の
光
の
輝
い
て
居
る
様
に
思
ふ
の
で
す
。（
一
九
六

〜
七
頁
）

浪
雄
が
単
独
で
「
ウ
エ
ニ
ス
」
へ
行
こ
う
と
す
る
旅
を
、「
無
法
な
冒
険
」
を
戒

め
、
行
動
を
「
慎
む
」
よ
う
促
す
樵
夫
の
「
意
見
」
と
は
対
照
的
に
、
旅
画
師
は
、

浪
雄
少
年
の
経
て
来
た
境
遇
を
「
人
間
は
変
つ
た
境
遇
を
経
る
毎
に
、
だ
ん
〳
〵
偉

く
な
る
も
の
」
と
し
て
肯
定
す
る
。
そ
の
物
言
い
を
「
愉
快
」
と
感
じ
、
浪
雄
少
年

は
「
自
分
」
の
「
前
途
」
に
「
希
望
の
光
」
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
結
末
は
、
作

中
の
随
所
に
示
さ
れ
る
浪
雄
少
年
の
「
飛
び
出
し
た
い
」
と
い
う
願
望
と
呼
応
し
て

い
る
。

こ
の
旅
画
師
に
よ
る
「
旅
」・「
冒
険
」
の
肯
定
と
い
う
結
末
は
、
同
時
代
の
読
み

手
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
よ
う
、
機
能
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
今
一
度
旅
画
師
が
持
つ
性
質
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
結
末
で
明
か
さ
れ

る
よ
う
に
、彼
は
浪
雄
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
で
家
出
を
し
、そ
れ
か
ら
ず
っ
と
「
諸

国
遍
歴
」
を
し
て
、
身
を
立
て
て
い
る
人
物
で
あ
る
。「
磊
落
」、「
愉
快
」
と
示
さ
れ

る
そ
の
姿
に
は
、『
西
国
立
志
編
』
や
青
年
向
け
の
立
身
訓
や
処
世
案
内
の
書
に
散
見

さ
れ
る
「
困
苦
」「
労
苦
」「
勤
勉
」「
忍
耐
」「
義
務⑭
」
な
ど
、
身
を
立
て
、
成
功
す

る
た
め
の
「
勤
勉
刻
苦
」
や
「
禁
欲
主
義⑮
」
と
は
異
な
る
印
象
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

旅
画
師
は
「
感
情
に
打
ち
勝
て
」
と
い
う
教
訓
す
ら
も
、
自
然
の
ま
ま
に
解
決
し

て
い
く
も
の
だ
と
し
て
達
観
し
た
様
子
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
、
物
語
展
開

を
通
し
て
、
浪
雄
の
父
や
樵
夫
の
老
人
の
言
動
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
校
教
育

と
「
立
身
出
世
主
義
」
の
教
訓
の
ど
ち
ら
か
ら
も
逸
脱
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
読
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み
手
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
旅
画
師
が
肯
定
し
た
浪
雄
少
年
の
「
旅
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
を
次
の
場
面
か
ら
確
認
し
て
お
く
。

「
豪
い
者
と
な
る
為
に
は
（
略
）
危
険
を
冒
し
て
外
国
へ
旅
立
つ
た
方
が
、
有
益
に

も
な
り
面
白
く
も
あ
ら
う
」（
九
五
頁
）
と
思
い
立
っ
た
浪
雄
は
、
義
兄
弟
の
契
り
を

結
ん
だ
薫
少
年
に
「
ウ
エ
ニ
ス
」
へ
の
旅
を
提
案
す
る
。「
早
く
旅
行
が
し
た
い
〳
〵

と
思
ふ
と
（
略
）
性
質
と
し
て
一
日
も
猶
予
が
出
来
」
な
い
浪
雄
が
、翌
日
急
に
、「
今

日
ひ
そ
か
に
学
校
を
脱
出
し
、
手
に
手
を
取
合
つ
て
彼
地
に
行
か
う
で
は
無
い
か
」

と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
薫
少
年
は
驚
い
て
「
僕
は
学
校
を
休
ん
で
行
く
事
は
出
来
ま
せ

ん
」
と
返
答
す
る
（
九
七
頁
）。

浪
雄
は
、
薫
が
反
対
し
た
こ
と
に
怒
っ
て
決
闘
状
ま
で
書
く
が
、
そ
れ
に
怯
え
た

薫
は
「
た
ゞ
学
校
の
規
則
が
八

し
い
か
ら
恐
れ
た
の
で
す
」
と
弁
解
す
る
。
す
る

と
、
浪
雄
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
「
成
程
学
校
の
規
則
を
破
り
、
無
断
で
ウ
エ
ニ
ス

へ
旅
立
た
う
と
し
た
の
は
過
失
で
あ
つ
た
」
と
、
時
期
を
延
ば
す
こ
と
に
す
る
が
、

暑
中
休
暇
に
な
っ
て
も
、「
様
々
の
差
支
が
出
来
て
」
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
（
九
九

頁
）。樵

夫
の
「
意
見
」
が
「
家
庭
や
学
校
」
を
飛
び
出
し
て
「
無
謀
な
冒
険
」
を
す
る

こ
と
を
注
意
し
て
い
た
の
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
「
旅
行
」
は
「
学
校
の
規
則
」
や

日
常
生
活
に
対
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
浪
雄
少
年
の
「
旅
」
へ
の
願
望
は
、
繰
り
返
し
学
校
教
育
や
家
庭

に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
中
学
校
が
象
徴
す
る
立

身
出
世
を
目
指
す
青
年
の
生
活
と
の
対
立
で
も
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
の
こ
と

は
、
旅
画
師
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
「
ウ
エ
ニ
ス
」
へ
の
旅
を
決
意
し
た
浪
雄
が
、

「
私
は
最
う
再
び
此
学
校
へ
は
帰
ら
ぬ
積
り
で
す
か
ら
、
後
を
も
振
返
ら
ず
、
都
府
は

づ
れ
の
方
へ
と
進
み
ま
し
た
」（
一
四
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き

る
。

『
立
身
膝
栗
毛
』
の
「
旅
」・「
冒
険
」
は
、
こ
の
よ
う
に
、「
立
身
出
世
」
を
目
指

す
青
年
の
生
活
や
そ
の
教
訓
か
ら
の
脱
出
と
い
う
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
、
読
者
に
呈

示
さ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
や
「
意
見
」
を
浴
び
る
浪
雄
が
、
唯
一
「
風
の
様
な

者
」
と
表
現
さ
れ
る
旅
画
師
の
経
歴
と
言
葉
に
「
希
望
の
光
」
を
見
出
す
と
い
う
結

末
は
、
こ
の
「
旅
」・「
冒
険
」
の
位
置
づ
け
を
印
象
づ
け
る
べ
く
機
能
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
も
う
一
点
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

以
上
の
よ
う
に
し
て
「
立
身
出
世
主
義
」
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
呈
示
さ
れ
る

「
旅
」
や
「
冒
険
」
は
、
同
時
に
、
美
人
の
誘
惑
に
よ
り
、
彼
女
た
ち
と
の
性
的
戯
れ

を
伴
う
「
旅
」
で
も
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
旅
」・「
冒
険
」
に
託
さ
れ
た
役
割
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
作
品
の
描
写
は
、
主
人
公

の
恋
愛
お
よ
び
性
的
体
験
に
集
中
す
る
。

三　

恋
愛
と
性
に
関
す
る
描
写

第
七
回
で
は
、
浪
雄
が
家
庭
で
「
英
雄
や
美
人
の
事
を
書
い
た
小
説
」
ば
か
り
を

読
み
耽
り
、「
其
小
説
に
同
化
さ
れ
易
き
は
少
年
の
常
」
と
し
て
、「
英
雄
小
説
を
読

め
ば
、
英
雄
た
ら
ん
と
し
、
恋
愛
小
説
を
読
め
ば
恋
愛
小
説
中
の
主
人
公
た
ら
ん
と

（
略
）
す
る
有
様
」
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
大
人
に
な
っ
た
語
り
手
の
浪
雄
か
ら
、「
所
謂
小
説
を
読
む
の
利
害
は
茲

に
あ
る
」
と
し
て
、「
英
雄
た
ら
ん
と
欲
せ
ば
（
略
）
英
雄
小
説
を
読
み
給
へ
」、「
私

は
実
験
に
照
し
、恋
愛
小
説
は
多
く
少
年
を
誤
る
も
の
だ
と
云
ふ
事
を
断
言
し
ま
す
」

と
い
う
読
者
へ
向
け
た
「
意
見
」
が
挿
入
さ
れ
る
（
五
九
頁
）。
こ
れ
は
、『
西
国
立
志

編
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
明
治
三
〇
年
代
に
も
繰
り
返
さ
れ
る
議
論
を
取
り
込
ん
だ

も
の
で
あ
る⑯
。

語
り
手
の
こ
の
よ
う
な
忠
告
が
挿
入
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
立
身
膝
栗
毛
』

は
、
主
人
公
の
恋
愛
や
「
情
欲
」
を
、
執
拗
に
書
き
連
ね
る
。
た
と
え
ば
、
本
作
に
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描
か
れ
た
主
人
公
の
恋
愛
遍
歴
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

私
は
生
ま
れ
て
以こ

の
か
た来

、婦
人
に
対
し
て
情こ

こ
ろを

動
か
し
た
の
は
今
度
で
三
度
目
、

第
一
が
雪
子
姫
に
対
す
る
愛
情
、
第
二
が
エ
ン
ゲ
レ
ン
谷
の
神
女
に
対
す
る
愛

情
、
第
三
が
聖
女
マ
リ
ア
に
対
す
る
愛
情
、
其
中
で
雪
子
姫
に
対
す
る
愛
情
は
、

人
間
の
初
恋
と
で
も
云
ふ
も
の
で
せ
う
（
一
二
四
頁
）

主
人
公
が
「
旅
」
や
「
冒
険
」
に
出
る
際
に
も
、
話
題
の
ほ
と
ん
ど
は
、
美
人
と

の
恋
愛
や
美
人
と
の
戯
れ
に
集
中
す
る
。

一
一
歳
の
頃
、
田
舎
の
別
荘
に
移
さ
れ
た
浪
雄
は
、
家
庭
教
師
か
ら
聞
い
た
「
エ

ン
ゲ
レ
ン
」
の
谷
の
伝
説
に
登
場
す
る
絵
連
姫
と
い
う
「
絶
世
の
美
人
」
の
存
在
を

信
じ
込
み
、「
其
様
な
美
人
の
愛
を
受
け
る
事
が
出
来
た
な
ら
、
直
ち
に
死
ん
で
も
構

い
ま
せ
ん
」
と
思
い
つ
め
、
家
庭
教
師
が
止
め
る
の
を
聞
か
ず
、
そ
の
姫
に
会
う
た

め
に
谷
の
巌
窟
探
検
に
出
か
け
る
。
次
に
示
す
の
は
、
浪
雄
が
姫
と
出
会
い
、
歓
待

を
受
け
る
場
面
で
あ
る
。

貴
方
が
妾
を
愛
し
て
下
さ
る
な
ら
、
妾
も
貴
方
を
愛
し
ま
す
よ
、
妾
は
屹
度

貴
方
を
満
足
さ
せ
て
上
げ
ま
す
（
略
）』
と
、今
度
は
私
の
手
を
取
つ
て
引
起
し
、

私
の
頬
に
暖
か
き
接
吻
を
施
し
ま
し
た
、
オ
ヽ
、
此
接
吻
！　
（
略
）
以
前
雪
子

姫
の
接
吻
を
受
け
た
時
に
は
、
全
身
の
慄
ふ
や
う
に
覚
え
ま
し
た
が
、
今
度
は

全
身
の
血
の
沸
立
つ
や
う
に
感
じ
ま
し
た
。（
略
）『
絵
連
姫
（
略
）
本
当
に
私
を

愛
し
て
下
さ
る
の
で
す
か
、
其
れ
な
ら
私
は
生
命
を
捨
て
ヽ
も
構
い
ま
せ
ん

（
七
七
頁
）

そ
の
後
、「
真
暗
」
な
「
巌
窟
の
奥
」
で
、「
姫
か
ら
一
方
な
ら
ぬ
厚
遇
を
受
け
」

た
と
記
さ
れ
る
。

結
局
、
絵
連
姫
は
浪
雄
の
妄
想
が
生
み
出
し
た
「
幻
夢
」
で
あ
っ
た
と
説
明
づ
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
姫
か
ら
の
接
吻
を
受
け
て
「
全
身
の
血
の
沸
立
つ
や
う
に
感

じ
ま
し
た
」
な
ど
の
描
写
は
、明
ら
か
に
主
人
公
の
性
的
「
情
慾
」⑰
を
描
い
て
い
る
。

「
ウ
エ
ニ
ス
」
へ
の
旅
路
に
お
い
て
も
主
に
筆
が
割
か
れ
て
い
る
の
は
、「
旅た

び
や
く
し
ゃ

俳
優
」

の
美
人
二
人
の
誘
惑
に
よ
っ
て
浪
雄
少
年
が
彼
女
た
ち
と
「
滑
稽
」
で
「
可を

か笑
し
」

（
一
六
一
頁
）
な
戯
れ
を
す
る
様
子
で
あ
る
。

十
八
嬢じ

ょ
うは

背
後
か
ら
私
の
頬
に
接
吻
し
（
略
）
一
塊
の
氷
砂
糖
を
撮つ

ま
み
と取

り
、ポ

カ
ン
と
開
け
て
居
る
私
の
口
の
中
に
押
込
み
、
其
上
か
ら
温
い
掌
で
口
を
掩
ひ

ま
す
と
、
二は

た
ち
じ
ょ
う

十
嬢
も
負
け
じ
と
（
略
）
ヒ
シ
と
私
の
首
筋
に
抱
付
き
ま
し
た
。

極
楽
へ
行
つ
た
と
て
此
様
な
面
白
い
目
に
逢
ふ
事
は
出
来
ま
す
ま
い（
略
）全

身
は
痺
れ
る
如
く
、
殆
ど
夢
中
と
相
成
り
ま
し
た
。（
略
）
二
十
嬢
は
す
か
さ
ず

私
の
上
に
乗
り
か
ゝ
り
、
腋
の
下
を
く
す
ぐ
る
や
ら
、
鼻
の
頭
に
軽
く
噛
付
く

や
ら
。

十
八
嬢
は
（
略
）
無
理
矢
理
に
二
十
嬢
を
押
除
け
て
私
に
獅
噛
み
付
き
、
私

の
顔
中
を
ペ
ロ
〳
〵
舐
め
廻
し
ま
し
た
（
一
五
八
〜
九
頁
）

美
人
二
人
と
の
戯
れ
に
気
を
取
ら
れ
た
浪
雄
は
、
寝
て
い
る
間
に
魔
酔
薬
を
か
け

ら
れ
、
金
銭
と
衣
服
を
は
ぎ
取
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
展
開
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
立
身
膝
栗
毛
』
に
は
「
旅
」・「
冒
険
」
の
過
程
よ
り
も
、
少
年
の

恋
愛
描
写
・
日
常
生
活
・
精
神
状
態
に
関
す
る
描
写
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

そ
れ
で
は
、「
旅
」「
冒
険
」
に
よ
っ
て
「
立
身
出
世
主
義
」
に
組
み
込
ま
れ
た
境

遇
か
ら
逃
れ
る
こ
と
に
主
人
公
が
「
希
望
の
光
」
を
見
出
す
と
い
う
結
末
と
、
作
中

で
執
拗
に
描
か
れ
る
少
年
の
情
慾
、
性
に
関
す
る
描
写
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

浪
雄
が
制
御
で
き
な
い
感
情
に
は
、
怒
り
や
悲
し
み
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、
行
動
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に
関
す
る
衝
動
や
欲
望
、
美
人
へ
の
恋
情
や
情
慾
も
含
ま
れ
て
い
る
。
初
恋
の
雪
子

姫
と
の
挿
話
で
は
、
雪
子
姫
と
踊
る
紳
士
に
激
し
い
嫉
妬
を
向
け
、
中
学
に
上
が
っ

て
か
ら
は
、
美
少
年
の
薫
を
手
に
入
れ
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
本
稿

で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
な
、
感
情
や
衝
動
の
起
伏
の
激
し
さ
に
よ
っ
て
、
様
々
な
出

来
事
が
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

浪
雄
に
意
見
や
忠
告
を
聞
か
せ
る
父
や
家
庭
教
師
、
樵
夫
は
、
浪
雄
少
年
が
持
つ

感
情
の
激
し
さ
や
境
遇
に
左
右
さ
れ
る
精
神
や
情
欲
を
、
健
全
な
心
身
で
勉
学
に
励

む
た
め
に
は
抑
制
す
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
浪
雄
の
父
親
は
、
浪
雄
が
「
演
劇
」
に
熱
中
し
「
狂
気
染
み
」（
六
一

頁
）
た
と
き
に
は
、「
此
頃
大
そ
う
顔
色
が
悪
い
様
だ
、
病
気
だ
ら
う
〳
〵
、
何
ん
で

も
偉
い
者
に
な
ら
う
と
思
つ
た
ら
身
体
を
大
事
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
六
二
頁
）
と
述

べ
て
浪
雄
を
「
演
劇
」
の
な
い
田
舎
の
別
荘
に
移
し
て
療
養
さ
せ
、
ま
た
、
浪
雄
が

伝
説
の
美
女
の
話
を
真
実
と
信
じ
込
み
、
妄
想
か
ら
美
女
の
幻
想
と
の
戯
れ
を
体
験

し
て
体
調
を
崩
し
た
と
き
も
、
家
庭
教
師
の
進
言
を
受
け
た
父
は
、
浪
雄
を
自
宅
に

連
れ
戻
す
。

『
西
国
立
志
編
』
で
は
、「
少
年
」
の
刻
苦
勉
励
が
、
常
に
食
欲
や
色
欲
を
含
め
た

情
欲
を
抑
え
る
こ
と
と
裏
表
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

少
年
ノ
人
、
速
ニ
願
欲
ノ
心
ヲ
事
業
ノ
上
に
注
ガ
ザ
レ
バ
、
肉
慾
ニ
煥
ニ
ナ

リ
テ
、
顔
容
痩
白
ノ
病
ヲ
生
ズ
ベ
シ
（「
三　

人
夙
に
事
業
ニ
志
ヲ
立
ツ
ベ
シ
」、
前

掲
二
五
六
頁
）

し
た
が
っ
て
、「
少
年
」
の
情
欲
を
誘
惑
す
る
も
の
と
し
て
「
稗
官
小
説
」
を
避
け

る
必
要
が
説
か
れ
る⑱
。

明
治
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
学
生
風
紀
問
題
に
関
す
る
言
説
の
分

析
を
試
み
た
渋
谷
知
美⑲
は
、
学
生
の
風
紀
が
性
に
ま
つ
わ
る
事
項
に
集
中
し
て
問
題

化
さ
れ
る
際
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ら
の
行
為
が
な
ぜ
問
題
か
」
と
い
う

理
由
が
記
事
中
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
が
、『
西

国
立
志
編
』
に
顕
著
な
自
助
の
論
理
を
考
慮
す
れ
ば
、
明
治
三
〇
年
代
の
学
生
の
性

的
腐
敗
堕
落
を
咎
め
る
言
説
に
は
、
こ
の
刻
苦
勉
励
と
表
裏
一
体
と
な
っ
た
情
欲
排

斥
の
論
理
が
前
提
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
将
来
の
成
功
の
た
め
に
青
年
に
刻
苦
勉
励
を
求
め
る
「
立
身
出
世

主
義
」
の
論
理
と
「
恋
愛
文
学
」
や
性
描
写
は
相
容
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。

「
立
身
」
を
冠
す
る
小
説
に
、
恋
愛
と
性
を
執
拗
に
描
く
こ
と
は
、「
立
身
出
世
主

義
」
に
組
み
込
ま
れ
る
青
年
に
禁
欲
を
要
請
す
る
言
説
に
対
し
て
の
抗
い
で
あ
り
、

家
庭
や
学
校
教
育
な
ど
、
世
間
で
の
青
年
に
求
め
ら
れ
る
美
徳
へ
の
皮
肉
と
し
て
機

能
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、『
立
身
膝
栗
毛
』
の
本
文
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
作
品
が
同
時
代
の
青
年
の

境
遇
を
物
語
化
し
た
内
容
を
も
つ
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
際
、「
旅
」・「
冒

険
」
に
は
、「
立
身
出
世
」
を
目
指
す
青
年
の
生
活
や
そ
の
教
訓
か
ら
の
逸
脱
と
い
う

意
味
づ
け
が
な
さ
れ
、
恋
愛
描
写
に
は
、
青
年
に
求
め
ら
れ
る
美
徳
へ
の
皮
肉
と
し

て
の
機
能
が
付
与
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
た
。

『
立
身
膝
栗
毛
』
に
み
ら
れ
る
「
旅
」・「
冒
険
」
へ
の
志
向
と
、
恋
愛
・
性
描
写
の

執
拗
さ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、「
立
身
出
世
主
義
」
の
教
義
と
教
育
制
度
に
組
み
込
ま

れ
て
い
く
青
年
の
境
遇
へ
の
違
和
感
を
め
ぐ
っ
て
、『
立
身
膝
栗
毛
』
の
要
素
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
、
押
川
春
浪
が
小
説
に
お
け
る
「
旅
」・「
冒
険
」
に
、「
青
年
を
取
り
巻
く
境

遇
や
教
訓
か
ら
抜
け
出
す
体
験
」
と
し
て
の
意
味
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
、
押
川
春

浪
作
品
に
お
け
る
「
冒
険
」
が
「
国
家
を
担
う
体
験
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
重
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層
的
な
意
味
を
持
つ
小
説
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
青
年
の
境
遇
へ
の
違
和
感
を
小
説
と
し
て
表
現
し
た
『
立
身
膝
栗
毛
』
は
、
押

川
春
浪
の
作
家
活
動
の
多
面
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注①　
高
橋
修
『
明
治
の
翻
訳
デ
ィ
ス
ク
ー
ル

―
坪
内
逍
遙
・
森
田
思
軒
・
若
松
賤
子
』

（
ひ
つ
じ
書
房
、
平
成
二
七
年
二
月
）
三
〇
六
〜
三
一
一
頁
。

②　

大
正
五
年
、
江
戸
川
乱
歩
が
二
一
歳
の
と
き
に
自
製
。
中
相
作
「『
奇
譚
』
百
年　

出
発
と
回
帰
」（
江
戸
川
乱
歩
『
奇
譚
』（
中
相
作
翻
刻
・
校
訂
、
藍
峯
舎
、
平
成
二
八

年
一
二
月
）
所
収
）
参
照
。『
立
身
膝
栗
毛
』
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
う
ち
「
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ　

Ⅰ
」
の
「C

h
apter1　

押
川
春
浪
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
翻
刻
・
校
訂
版
、四

頁
）。

③　

以
下
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

④　

前
田
愛
「
明
治
立
身
出
世
主
義
の
系
譜
」（『
近
代
読
者
の
成
立
』
有
精
堂
、
昭
和

四
八
年
、
岩
波
現
代
文
庫
版
、
平
成
一
三
年
二
月
）
参
照
。

⑤　

竹
内
洋
『
立
身
出
世
主
義
﹇
増
補
版
﹈

―
近
代
日
本
の
ロ
マ
ン
と
欲
望
』（
世
界

思
想
社
、
平
成
一
七
年
三
月
）、
雨
田
英
一
「
近
代
日
本
の
青
年
と
「
成
功
」・
学
歴

―
雑
誌
『
成
功
』
の
「
記
者
と
読
者
」
欄
の
世
界

―
」（
学
習
院
大
学
文
学
部
「
研

究
年
報
」
第
三
五
輯
、
平
成
元
年
三
月
）
参
照
。

⑥　

竹
内
洋
、
前
掲
、
一
二
七
〜
一
三
一
頁
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
〇
年
に
は
男
児

の
就
学
率
は
八
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
等
小
学
校
卒
業
生
で
、
中
等
学
校
に

進
学
し
な
い
者
の
急
激
な
増
加
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑦　

藤
井
佛
川
「
自
然
主
義
」（「
新
声
」
一
〇
編
五
号
、
新
声
社
、
明
治
三
六
年
一
一

月
）。

⑧　
「
万
朝
報
」
明
治
五
月
一
日
〜
二
日
、
二
七
二
九
〜
二
七
三
〇
号
、
三
頁
。

⑨　

竹
内
洋
、
前
掲
書
。

⑩　

明
治
四
年
に
中
村
正
直
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自
助
論
』（
セ
ル
フ
・

ヘ
ル
プ
）
を
訳
し
て
刊
行
し
た
『
西
国
立
志
編
』
は
、明
治
二
七
年
に
博
文
館
か
ら
再

刊
さ
れ
て
い
る
。
八
編
「
剛
毅
ヲ
論
ズ
」
の
「
四　

一
時
一
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

世
界
ハ
大
学
校
ナ
リ
、困
苦
ハ
良
師
友
ナ
リ
（
略
）
実
に
コ
ノ
言
ノ
如
ク
、少

ス
コ
シ
バ
カ
リ許

ノ
困
苦
耐
ヘ
ズ
シ
テ
、
ソ
ノ
志
セ
シ
ト
コ
ロ
ノ
事
ヲ
猶
予
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
即
チ
良

師
友
ヲ
厭
棄
シ
テ
好
デ
失
敗
ヲ
取
ル
ノ
道
ナ
リ
、
故
ニ
何
等
ノ
課
業
ヲ
論
ゼ
ズ
、

始
ハ
避
逃
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
思
ヒ
テ
務
メ
テ
コ
レ
ヲ
為
ス
ベ
キ
（
略
）
人
ヨ

ク
自
ラ
全
副
ノ
精
神
ヲ
以
テ
、
一
時
一
事
ヲ
勉
メ
為
サ
バ
、
ソ
ノ
人
、
才
性
至
鈍

ナ
リ
ト
モ
、
一
生
ノ
間
ニ
、
許
多
ノ
事
ヲ
成
シ
得
ベ
シ
（
二
五
七
頁
。
引
用
は
、

中
村
正
直
『
西
国
立
志
編
』（
博
文
館
版
、
明
治
二
七
年
七
月
）
よ
り
。）

⑪　
「
伯
爵
夫
人
は
、
高
等
の
教
育
を
受
け
た
人
で
す
か
ら
（
略
）
何
事
に
も
厳
格
で
、

少
し
の
過
失
を
も
見

さ
ぬ
性
質
で
し
た
か
ら
」（
八
頁
）。

⑫　
「
桑
木
先
生
と
申
し
、
ウ
ヰ
ン
ナ
大
学
を
卒
業
し
た
人
で
す
」（
五
七
頁
）。

⑬　

た
と
え
ば
、「
五　

克
己
」
の
項
目
に
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
洲
の
知
事
と
な
り
、
次
に

代
議
員
議
員
と
な
り
、そ
れ
か
ら
遂
に
リ
ン
コ
ル
ン
大
統
領
の
下
に
北
米
合
衆
国
の
国

務
卿
と
な
っ
た
」
人
物
が
、
大
学
生
の
時
代
に
「
克
己
の
徳
」
に
欠
け
て
い
た
た
め
、

大
学
生
活
に
必
要
な
資
金
を
一
年
で
使
い
切
っ
て
し
ま
っ
た
が
、父
か
ら
「
お
前
が
そ

の
席
に
任
を
負
ふ
べ
し
」
と
言
わ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、以
降
は
「
す
べ
て
の
情
慾

を
抑
制
し
て
（
略
）
一
心
に
勉
強
し
た
」、
そ
れ
に
よ
り
今
の
地
位
を
得
た
と
い
う
成

功
譚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〜
三
頁
。

⑭　

中
村
正
直
『
西
国
立
志
編
』（
博
文
館
版
、
明
治
二
七
年
七
月
）、
菅
緑
陰
『
成
功
要

録
』（
博
文
館
、
明
治
三
二
年
一
二
月
）
の
「
序
訳
文
」
な
ど
を
参
照
。

⑮　

前
田
愛
、
前
掲
一
二
九
頁
。

⑯　
「
恋
愛
文
学
の
害
毒
」（「
万
朝
報
」、
明
治
三
四
年
七
月
七
日
）
な
ど
。

⑰　

浪
雄
が
梅
村
薫
少
年
と
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ぼ
う
と
す
る
件
り
に
、「
勿
論
私
が
彼

に
交
際
を
求
め
る
の
は
、
彼
を
有
益
な
友
と
思
つ
た
為
で
は
な
く
、
い
と
恐
る
べ
き
情

慾
の
燃
え
た
為
で
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
る
（
九
二
〜
三
頁
）。

⑱　
「
第
十
一
編　

自
ら
修
む
る
の
事
を
論
ず
竝
に
難
易
を
論
ず
」
の
「
二
十
四　

稗
官

小
説
の
害
」、
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』（
博
文
館
、
明
治
二
七
年
七
月
）
を
参

照
。

⑲　
『
立
身
出
世
と
下
半
身　

男
子
学
生
の
性
的
身
体
の
管
理
の
歴
史
』（
洛
北
出
版
、平

成
二
五
年
三
月
）、
第
二
章
、
二
八
一
頁
。

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


